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スーパー ディスコ ーンアンテナ
受信用50~1500MHz広帯域無指向性アンテナ
(50/l 44/430/904/l 200MHz帯送信可能）

D150 

取扱説明書

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。また、必要なときに読めるように取扱説明書は、大切に保管してください。

こ 注 意
◆Dl50は50~1500MHz対応の広帯域ラジオ
受信用アンテナです。50/l44/430/l200MHz

のアマチュアバンドおよびパー ソナル無線は
送信も可能です。これ以外の周波数では送信
することはできません。

◆Dl50は基地局用アンテナです。自動車など
に取付けて使用し ないでください。

’ ♦雷が発生したときは、 アンテナの同軸ケーブ

ルを機器からはずして室外に出してください。
♦受信あるいは送信時には、 アンテナにさわら
ないでください。
♦ご使用になる前に、アンテナが正常に動作し
ていることを確認してください。
※屋根罵｀マスト、ポールは別売です。

アンテナ建設場所のこ注意

♦アンテナを最良の状態でご使用いただくた
め、できるだけ アンテナは周囲に電線など障
害物のないところに建ててください。
◆アンテナは人が容易に触れることのできな
いところに建ててください。

I 

◆アンテナは 強風でも倒れないよう強固に建
設し 、もしアンテナが倒れても人や建造物な
どに危害を加えない安全な湯所を選んで建て
てください。

※屋根馬、 マスト、 ポールは
別売です。

アンテナ建設上のご注意
◆アンテナの組立作業は、地上など安全な湯所で
行ってください。
◆アンテナの取付作業をするときは、手袋をし
て怪我のないよう注意してください。

ことをおすすめします。 ※屋根馬、 マスト、 ポールは
別売です。

アンテナの用途外および規格外での使用あるいは、正常に動作していない状
態のアンテナを使用して発生するトラブルについては責任を負いかねますの
で、取扱説明書の各注意事項を守ってください。

●特長
①軽鼠・コンパクト設計なので団地やマンションのベラ ンダにも設置可能。
②RG58/U同軸ケ ープル約lOm、 MPコネクタ ー付。
③錆に強いステンレスエレメントを採用。

④あらゆる方向からの電波をキャッチする無指向性アンテナ。
⑤デュープレクサー／トリプレクサー （別売）を使用することにより同時

に2バンド又は 3バンドの運用が可能です。デュープレクサー／トリプ
レクサーは当社純正製品をお使いください。

●外観図（補修部品番号）
パッケ ー ジを開封したら、パーツを確認してください。
万一、エ レメントの一部が破損した場合などは、図の中の補修部品番号で
販売店にお申し 付けください。

ロ孟空

◎平ワッシャー（幻27)
(M07018) 

◎スプリングワッシャー(M5)
(M07019) 

◎認塙？
◎スブリングワッシャー(M4)

(M07022) 

コイル付コ ーンエレメント
(M07009) 

上部金具
(MO7003) 

セットビス(M4X4)
(M07015) 
トップエレメント

/ (M07002) 

区）MHz帯調整エレメント
(M07010) 同軸ケーブル

(M07014) 

●組立方法

キャップ
T 

組立にはプラスのドライ バー、7mmのスパナ、 8mmのスバナが必要です。

I コーンエレメント(S,L．コイル付）の取付

①プラスのドライバ ーでパイプブ
◇コ ーンベースラケット 上部のビスをはずし 、

コ ー ンベースからパイプブ ラ

ケットを取りはずします。
②コーンエレメントにナットを取

付けます。このときコー ンエレ
メントのネジが切ってある最後
まで、ナットを締めます。

③コー ンエレメントとスプリング
ワッシャ ーをコーンベースに取
付けます。このとき手で回らな
く なるまでねじ込み、さらに7
mmのスパナでナットをしっかり
と締め付けます。コイル付コーン
エレメント先端に50M比哨f調整
エレメントを差込みセットビス
で固定します。その際エレメント
は140mm出しておきます。

本のコーンエ レメントを

て取り付けます。

ドライパー ↑ 

工

畜 コロロニ
コイル付コ ーンエレメント

注）コーンエレメントLとコイル付のコー ンエ レメントは、180゜ 反対位置
になる様に取り付けてください。
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I デ ィスクエレメント(S,L)の取付 I 
①ディスクベ ース上部のネジに平ワッ 寸戸平ワッシャ ー

シャ ーを入れます。
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インが入っていますので、このライン
までしつかりと差し込んでください。 ――ーフベ玉写らンまで

注）ディスクエレメント12 本は、180°

反対位慨になる様に取り付けてく 〉 ／

ださい。 ：）， 
③6本のディスクエレメントをすべて

差込み終えたら、 ディスクベ ース上
i 部のネジにスプリングワッシャ ーを

I 入れます。
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④ディスクベ ース上部のネジにトップ ”ノ..Lv＾バ
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I アンテナ本体とパイプブラケットの取付
①同軸ケーブルをパイプブラケットの

下から通します。
②コ ーンベ ース下部の給電部に同軸

ケ ーブルのコネクタ ーをしっかり接
続します。

③パイプブラケットにコ ーンベ ースを
差し込みます。

同軸ヶヵ[ 嚇
④コ ーンベースにあいている穴とパイ

プブラケットの穴を合わせ、最初に取
り外したビスと内歯ワッシャ ーをプ
ラスドライバ ーでしつかり締めます。

●アンテナの取付方法
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ビス
／

内菌ワッシャ ー

D150は、 直径25~50mmのマストヘ取り付けることが可能です。アンテナ
は、高所に架設するほど良好な特性を示しますが、安全性など全体のバラン
スを考慮し、自分の目的や条件にあっ たマストを選び、 Vボルトでしっかり
取り付けてください。また、ケーブルはアンテナの直下で 1回ループを作り、
ビニールテープで止めてください。
なお、アンテナを傾けると本来の性能が発揮されませんので、アンテナは垂
直に設置してください。
＊屋根馬、マスト、ポ ールは別売です。

●動作確認
D150を受信用としてご使用の際は、 無調整アンテナですので調整の必要
はありませんが、アンテナの設置が終わりましたら、ご使用になる前に動作
確認をしてください。（送信用として50MHz帯使用時を除く） D150にトラ
ンシ ー バ ーを接続する場合は、送信に使用する周波数でSWRパワ ー計（別売）
を用いVSWRをチェックします。D150に受信機を接続する場合は、実際に
信号を受信して受信感度をチェックします。VSWRが高い場合や受信感度
が低い湯合は、接触不良がないか、組立に間違いがないか、各部をもう一度
点検してください。なお、 50MHzは、 送信可能な帯域が狭いため、送信をさ
れる湯合は下記の調整方法にしたがっ て目的の周波数に合わせます。
※受信のみでのご使用の際は、調整不要です。

※SW即ワー計とは、 トランシーバーからアンテナに送り込まれた送信
出力が、どのくらいの効率で空間に発射されるかをチェックする測定器
です。当社のSWRバワ ー計（別売）を同軸ケーブルの途中に挿入すれば、
送信出力（進行波）と空間に発射されずにムダになってしまう竃力（反射波）、

さらにVSWRを測定することができます。

●50MHz帯の調整方法
（送信用として50MHz帯をお使いになる湯合にのみ

言瓢万
●その他
①雷が多く発生する地域にお住いの湯合は、当社の同軸避雷器（オプション）

の併用をおすすめします。詳しくは販売店におたずねください。
②同軸ケ ーブルを交換する場合は、同軸ケーブルのインピーダンスが500

で、バイププラケットの中をコネクタ ーが通過できることを確認Lた上
で購入してください。（同軸ケ ーブルは10Dタイプまで取付可能ですが、
コネクターはメ ーカ ーにより外径が異なります）

●送信空中線の型式
アマチュア局の免許申諮香類の空中線型式は 「単一型」とお書きください。

●規格
周波数：50~1500MHz受信(50/144/430/1200MHzのアマチュアバンド

およびパ ー ソナル無線904MHz送信可能）
インピーダンス：500
VSWR: 1.5以下(50M血帯は、共振周波数において） 送信可能周波数内
耐入力：50W (50MHzは30W)FM
耐風速：40m/sec.
適合マスト径(mm): t/,25~t/,50 
全長：1.04m
最大直径：約58cm

重量：0.62kg（アンテナのみ）
接栓：M-J
同軸ケ ープル：RG58/U 10m、 MPコネクター付
形式：広帯域無指向性ディスコ ーンアンテナ

■お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されて
おりますが、万ー運搬中の事故などによる破損がありましたら、取扱店に
お申し付けください。
■アンテナの仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあり
ますのでご了承ください。
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